

【令和６年度全国学力・学習状況調査結果（全国との比較）】

	区分
	国語
	算数・数学

	小学校
	やや高い
	やや高い

	中学校
	やや低い
	低い









【令和７年度全国学力・学習状況調査結果（全国との比較）】

PBT（従来の紙によるテスト）
	区分
	国語
	算数・数学
	理科

	小学校
	やや低い
	全国並み
（下回る）
	全国並み
（下回る）

	中学校
	低い
	低い
	








CBT（コンピューター使用型調査）
	区分
	国語
	算数・数学
	理科

	小学校
（IRTﾊﾞﾝﾄﾞ）
	
	
	

	中学校
（IRTﾊﾞﾝﾄﾞ）
	
	
	低い
（　３　）










〇調査結果は、全国平均（公立学校）との比較結果を次の区分により表記しています。＋5　　  ＋3　　　　  0　　　 　－3　　  －5
高い
やや
高い
全国並み
（上回る）
全国並み
（下回る）
やや
低い
低い


〇令和７年度中学校理科についてはCBT※１（コンピューター使用型調査）で実施しています。このため、IRTスコア集計値の全国との比較（IRTスコア全国平均を100としたときの安芸市の数値）を上記の区分により公表しています。

※１CBT(Computer-based Testing)：コンピュータ使用型調査
全国での教科全体の状況に関する結果については、IRT※２に基づいて算出されたスコア（IRTスコア※３）の分布や各公開問題の平均正答率をベースに公表されています。
IRT (Item Response Theory)：項目反応理論
児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度、測定精度）によるのか、児童生徒の学力によるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論
IRTスコア
IRTに基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を基準にした得点であらわしたもの
IRTバンド
IRTスコアを1～5の5段階に区切ったものです。3を基準のバンドとし、5が最も高いバンドとなります。

